
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）ラウリン酸／ミリスチン酸の重量比が５０／５０～９０／１０であり、ラウリン酸
及びミリスチン酸以外の脂肪酸含量が脂肪酸総量中５重量％以下の混合脂肪酸のカリウム
塩　 ～３５重量％、
（Ｂ）アルキル基の炭素数が１０～１８であるアルキルジメチルアミンオキシド
０．５～５重量％、
（Ｃ）炭素数２～４のアルコール　１～５重量％、
（Ｄ）金属封鎖剤　０．２～１重量％、
を含有する液体皮膚洗浄剤組成物。
【請求項２】
　 ｐＨが１０～１２である請求項１の液体皮膚洗浄剤組
成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、新規な液体皮膚洗浄剤組成物に関する。更に詳しくは、泡立ち性に優れるとと
もに、低温での保存安定性に優れ、また、希釈した場合においても、十分な泡立ち性があ
り、結晶析出や分離などのおこらない安定性良好な液体皮膚洗浄剤組成物に関する。
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２５℃における５重量％水溶液の



【０００２】
【従来の技術】
従来、高級脂肪酸のナトリウム塩、いわゆるナトリウム石鹸は、優れた固形物性、耐水性
から、広く固形洗浄剤として用いられている。しかし、ナトリウム石鹸は一般にクラフト
点が高いため、液体洗浄剤とするには不向きであり、液体洗浄剤とする場合には高級脂肪
酸のカリウム塩（カリ石鹸）が用いられている。すなわち、ラウリン酸カリウムやオレイ
ン酸カリウム等のクラフト点の低いカリ石鹸を主成分とした液体洗浄剤とするのが一般的
である。
【０００３】
しかしながら、ラウリン酸カリウムやオレイン酸カリウムを主体とするカリ石鹸を基剤と
した液体洗浄剤組成物は、低温安定性は良好であるものの、一般にキメの粗い泡しか得ら
れないという欠点がある。キメの細かな泡を得るために、ラウリン酸やオレイン酸よりも
高融点の脂肪酸をより多く含むものにしたり、カリ石鹸を完全中和品でなく、一部未中和
として遊離脂肪酸を含むようにする等の方法が考えられ、いずれも低温安定性に優れた液
体皮膚洗浄剤組成物が得られるが、５℃未満での安定性は解決されていない。
【０００４】
また、特開平４－２３４３１２号では５℃未満での低温安定性を解決する方法として、高
級脂肪酸カリウム塩にカチオン性界面活性剤やアミンオキシドを添加する方法を提案して
いる。この方法では、低温安定性はある程度改善できるものの、希釈時の保存安定性及び
泡立ち性までは改善できていない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、カリ石鹸を主成分とする液体皮膚洗浄剤組成物であって、低温での保存安定性
、及び希釈時の保存安定性と泡立ち性を改善することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、カリ石鹸を主成分とするにもかかわらず、豊かでクリーミーな泡を与え、－
５℃での保存安定性に優れ、更に希釈した場合においても泡立ちと保存安定性に優れる液
体皮膚洗浄剤組成物を見出し、本発明を完成した。
【０００７】
すなわち、本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）ラウリン酸／ミリスチン酸の重量比が５０／５０～９０／１０であり、ラウリン酸
及びミリスチン酸以外の脂肪酸含量が脂肪酸総量中５重量％以下の混合脂肪酸のカリウム
塩　１５～３５重量％、
（Ｂ）アルキル基の炭素数が１０～１８であるアルキルジメチルアミンオキシド０．５～
５重量％、
（Ｃ）炭素数２～４のアルコール　１～５重量％、
（Ｄ）金属封鎖剤　０．２～１重量％、
を含有する液体皮膚洗浄剤組成物を提供するものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明に用いられる成分（Ａ）は、ラウリン酸／ミリスチン酸の重量比が保存安定性及び
泡質の観点から５０／５０～９０／１０であり、ラウリン酸及びミリスチン酸以外の脂肪
酸含量が保存安定性の観点から脂肪酸総量中５重量％以下の混合脂肪酸のカリウム塩であ
る。ラウリン酸／ミリスチン酸の好ましい重量比は５０／５０～８５／１５であり、６０
／４０～８５／１５がより好ましい。ラウリン酸及びミリスチン酸以外の脂肪酸の好まし
い量は、脂肪酸総量中４重量％以下であり、２重量％以下がより好ましい。ラウリン酸及
びミリスチン酸以外の脂肪酸としては、カプリル酸、カプリン酸、パルミチン酸、ステア
リン酸、オレイン酸、リノール酸などが例示される。
【０００９】
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成分（Ａ）の混合脂肪酸カリウム塩を構成する脂肪酸は、それぞれ高純度品を用いても良
く、あるいはヤシ脂肪酸のような混合脂肪酸を用い、これに適宜当該構成脂肪酸を加えて
前記の脂肪酸組成となるようにしても良い。
【００１０】
これらの混合脂肪酸カリウム塩は、泡質、低温安定性及び希釈後の安定性の点から、液体
皮膚洗浄剤組成物に対して１５～３５重量％、好ましくは１８～３２重量％、更に好まし
くは２１～３０重量％含まれる。
【００１１】
成分（Ａ）の本発明液体皮膚洗浄剤組成物への配合は、前記の脂肪酸組成となるようにそ
れぞれの脂肪酸カリウム塩を配合することにより行われるが、一般的には３０～９５℃に
加熱した水酸化カリウム水溶液を攪拌しながら、脂肪酸を加えることにより配合される。
添加する脂肪酸は加温融解したものでも、固体であっても良い。
【００１２】
（Ｂ）成分は、アルキル基の炭素数が１０～１８であるアルキルジメチルアミンオキシド
であり、好ましいアルキル基の炭素数は１２単独あるいは１２を主体とした混合組成のも
のである。これらアルキルジメチルアミンオキシドは、低温安定性、希釈後の安定性及び
泡立ち性の観点から、液体皮膚洗浄剤組成物に対して０．５～５重量％の範囲で用いられ
、好ましくは１．０～４重量％である。
【００１３】
（Ｃ）成分である炭素数２～４のアルコールとしては、エタノール、プロパノール、イソ
プロパノール、プロピレングリコール、１，３－ブタンジオールが挙げられ、好ましくは
エタノール、プロピレングリコール及び１，３－ブタンジオールである。これらは、低温
安定性の点から、液体皮膚洗浄剤組成物に対して１～５重量％、好ましくは２～５重量％
の範囲で用いられる。
【００１４】
（Ｄ）成分である金属封鎖剤としては、エチレンジアミン４酢酸及びその塩、ニトリロ３
酢酸及びその塩、１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホスホン酸及びその塩、アミノトリ
スメチレンホスホン酸及びその塩、エチレンジアミノテトラキスメチレンホスホン酸及び
その塩等が挙げられる。好ましくはエチレンジアミン４酢酸及びその塩である。
これらの金属封鎖剤は、泡立ち、特に希釈して用いる場合の泡立ち、及び保存安定性の点
から、液体皮膚洗浄剤組成物に対して０．２～１重量％、好ましくは０．３～１重量％、
更に好ましくは０．４～１重量％の範囲で用いられる。
【００１５】
本発明の液体皮膚洗浄剤組成物には、通常液体皮膚洗浄剤組成物に用いられる各種成分、
例えばアルキルエーテル硫酸塩、アルキルリン酸塩等のアニオン界面活性剤、イミダゾリ
ン系、ベタイン系等の両性界面活性剤、アルキルグルコシド、脂肪酸アルカノールアミド
、ポリオキシエチレンアルキルエーテル等の非イオン界面活性剤、塩化ナトリウム、塩化
カリウム等の無機塩類、水溶性高分子等の粘度調整剤、カチオンポリマー等の感触向上剤
、パラベン、ＢＨＴ等の保存剤、エチレングリコールジステアレート等のパール化剤、ト
リクロサン等のデオドラント剤、架橋ポリアクリル酸等のスクラブ剤、その他色素、香料
等を本発明の効果を損なわない範囲で適宜配合することができる。
【００１６】
本発明の液体皮膚洗浄剤組成物は、低温安定性及び皮膚に対する刺激性の点から、２５℃
における５％水溶液のｐＨが１０～１２、好ましくは１０～１１になるよう調製する。
【００１７】
本発明の液体皮膚洗浄剤組成物は、そのままでも皮膚洗浄に用いることができるが、希釈
しても使用することができる。希釈倍率は７０倍以下、好ましくは５０倍以下、更に好ま
しくは１５倍以下である。当該範囲内で希釈すると泡立ちが良好である。希釈には水道水
、イオン交換水、蒸留水を用いることができ、使用直前に希釈しても良いし、予め希釈し
、水石鹸用のディスペンサー容器に入れて使用することも可能である。

10

20

30

40

50

(3) JP 4035397 B2 2008.1.23



本発明の液体皮膚洗浄剤組成物は、カリウム石鹸を主成分とするにもかかわらず豊かな泡
立ちでクリーミーな泡を与え、－５℃での低温安定性に優れるものである。また、希釈時
においても安定性に優れ、豊かな泡立ちに優れるものである。
【００１８】
【実施例】
実施例１～１１、比較例１～１１
　表１及び表２に示す組成の液体身体洗浄剤組成物を製造し、泡立ち、泡質及び保存安定
性について評価した。結果を表１及び表２に示す。

（製造方法）
　約７０℃に加熱した精製水に水酸化カリウムを加え、更に脂肪酸及びその他の成分を加
え、均一に混合して液体身体洗浄剤組成物を得た。
【００１９】
（評価方法）
（１）泡立ち
各洗浄剤組成物について、５倍希釈水溶液を調製し、この水溶液１００ mL（液温４０℃）
を目盛り付きシリンダーに注入した。次いで、水溶液中に攪拌羽根を設置して羽根を回転
させ、攪拌開始から３０秒後において生じた泡の体積（ mL）を測定して泡立ち量とし、下
記基準で評価した。なお、攪拌羽根の回転数は１，０００ｒ／ minであり、５秒毎に反転
させた。
【００２０】
◎；泡立ち量２００ mL以上
○；泡立ち量１６０ mL以上２００ mL未満
△；泡立ち量１２０ mL以上１６０未満
×；泡立ち量１２０ mL未満
【００２１】
（２）泡質
各洗浄剤組成物について、１０名の専門パネラーが原液１ mLを手に取り、適量の水ととも
に手をすり合わせる手洗い試験を行い、下記基準により泡質を評価した。
５；非常にクリーミーな泡である。
４；クリーミーな泡である。
３；普通の泡である。
２；やや粗い泡である。
１；粗い泡である。
これらの評価の平均値を算出し、以下の基準で判定した。
◎；平均値が４．５以上
○；平均値が３．５以上４．５未満
△；平均値が２．５以上３．５未満
×；平均値が２．５未満
【００２２】
（３）保存安定性
各洗浄剤組成物５０ mLをガラス製スクリュー管に充填して密閉し、－５℃及び４０℃の恒
温室中で１ヶ月保存した。１ヶ月後、その内容物の液の状態を目視観察し、下記基準で評
価した。
○；均一な透明液体である。
×；結晶が析出、白濁しているか又はゲル化している。
【００２３】
（４）希釈品の泡立ち
各洗浄剤組成物について、５０倍希釈水溶液を調製し、この水溶液１００ mL（液温４０℃
）を目盛り付きシリンダーに注入した。次いで、水溶液中に攪拌羽根を設置して羽根を回
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転させ、攪拌開始から３０秒後において生じた泡の体積（ mL）を測定して泡立ち量とし、
下記基準で評価した。なお、攪拌羽根の回転数は１，０００ｒ／ minであり、５秒毎に反
転させた。
【００２４】
◎；泡立ち量１６０ mL以上
○；泡立ち量１２０ mL以上１６０未満
△；泡立ち量８０ mL以上１２０未満
×；泡立ち量８０ mL未満
【００２５】
（５）希釈品の保存安定性
各洗浄剤組成物について、１０倍希釈水溶液を水道水（ドイツ硬度２．６°）で調製し、
この水溶液５０ mLをガラス製スクリュー管に充填して開放したまま、２５℃の恒温室中で
２０日間保存した。２０日後、その内容物の液の状態を目視観察し、下記基準で評価した
。
○；均一な透明液体である。
×；結晶が析出、白濁している又はゲル化している。
【００２６】
【表１】
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【００２７】
【表２】
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【００２８】
【発明の効果】
本発明の液体皮膚洗浄剤組成物は、泡立ち及び泡質に優れ、低温での保存安定性が良好で
、希釈時の保存安定性と泡立ち性に優れたものである。

10

20

30

40

(7) JP 4035397 B2 2008.1.23



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
                        Ａ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１Ｋ   8/34     (2006.01)   8/34     (2006.01)   8/34     (2006.01)   8/34     (2006.01)   8/34     (2006.01)   8/34     (2006.01)   8/34     (2006.01)   8/34     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   8/34    　　　　          　　　　　
                        Ａ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１Ｋ   8/36     (2006.01)   8/36     (2006.01)   8/36     (2006.01)   8/36     (2006.01)   8/36     (2006.01)   8/36     (2006.01)   8/36     (2006.01)   8/36     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   8/36    　　　　          　　　　　
                        Ａ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１Ｋ   8/41     (2006.01)   8/41     (2006.01)   8/41     (2006.01)   8/41     (2006.01)   8/41     (2006.01)   8/41     (2006.01)   8/41     (2006.01)   8/41     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   8/41    　　　　          　　　　　
                        Ａ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１ＫＡ６１Ｋ   8/44     (2006.01)   8/44     (2006.01)   8/44     (2006.01)   8/44     (2006.01)   8/44     (2006.01)   8/44     (2006.01)   8/44     (2006.01)   8/44     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   8/44    　　　　          　　　　　
                        Ａ６１ＱＡ６１ＱＡ６１ＱＡ６１ＱＡ６１ＱＡ６１ＱＡ６１ＱＡ６１Ｑ  19/10     (2006.01)  19/10     (2006.01)  19/10     (2006.01)  19/10     (2006.01)  19/10     (2006.01)  19/10     (2006.01)  19/10     (2006.01)  19/10     (2006.01)           Ａ６１Ｑ  19/10    　　　　          　　　　　

(56)参考文献  特開２００１－１７２６８６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－３４０８９１（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６２－２５６８９９（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              C11D  1/00-19/00
              A61K  8/00-8/99
              A61Q  19/10

(8) JP 4035397 B2 2008.1.23


	bibliographic-data
	claims
	description
	overflow

